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一般名処方について 

当院では院外処方せんの推進と「一般名処方」での処方せん発行を積極

的に取り組んでいます。 

「一般名処方」とは医薬品の名前を一般名（有効成分の名称）で記載して、

処方することです。一般名で処方をすることで、保険薬局において銘柄に

よらず有効成分が同一のどの後発医薬品でも調剤が可能となります。 

医薬品の供給が不安定な状況への対応も柔軟性を増し、安定的な薬物療法

を受けることが出来ます。 

また、費用負担の安い薬剤を選択できるなど、患者様のメリットにつなが

ります。 

                                          

後発医薬品について 

当院では「後発医薬品」の使用に積極的に取り組んでいます。 

後発医薬品（ジェネリック医薬品）とは、先発医薬品（新薬）の特許が切

れた後に販売される、先発医薬品と同じ有効成分の医療用医薬品です。 

院内でも、医師・薬剤師・その他他職種で構成された薬事委員会にて品質

や安全性、供給体制等の情報を収集評価しております。 

医薬品の供給が不安定状況によっては、医薬品の変更をする場合がありま

すが、患者様への適切な治療への影響が最小限になるよう適切に対応する

体制を整えております。また、変更に際しましては、十分な説明をさせて

いただきます。 

 

ご理解のほどよろしくお願いします。 
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